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顕
彰
事
業
の
始
ま
り

　

公
子
の
顕
彰
事
業
は
公
子
の
没
後
、
何

度
か
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
１
９
８
１（
昭

和
56
）
年
の
荒
尾
市
文
化
連
合
会
（
文
化

協
会
の
前
身
）
の
有
志
に
よ
る
ブ
ロ
ン
ズ

像
の
建こ

ん
り
ゅ
う立
や
１
９
９
７
（
平
成
9
）
年
の

県
民
文
化
祭
で
は
海
達
公
子
展
な
ど
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
公
子
に
関
す

る
書
籍
が
出
版
さ
れ
る
な
ど
そ
の
存
在
は

少
し
ず
つ
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

松
山
さ
ん
が
公
子
の
顕
彰
事
業
に
携

わ
っ
た
の
は
、
２
０
０
４
（
平
成
16
年
）

12
月
。
市
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
環

で
あ
る
「
地
域
元
気
づ
く
り
事
業
」
が
き
っ

か
け
で
す
。「
二
小
元
気
会
は
公
子
の
地

元
な
の
で
、
公
子
の
顕
彰
事
業
は
全
国
で

も
こ
の
地
区
に
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
埋
も

れ
て
い
た
地
域
の
宝
を
掘
り
起
こ
せ
ば
荒

尾
の
発
展
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
」

と
松
山
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
元
気
づ
く
り

事
業
を
独
立
後
、
２
０
０
９
（
平
成
21
）

2
．
海
達
公
子
を
現
代
へ
つ
な
ぐ
人
た
ち

１
９
１
６
（
大
正
5
）
年
長
野

県
で
生
ま
れ
た
海か

い
た
つ達

公き
み
こ子

（
以

下
：
公
子
）。

　

父
親
の
仕
事
の
関
係
で
、
幼

少
の
頃
に
荒
尾
に
移
り
住
み
ま

す
。

　

荒
尾
北
尋
常
小
学
校
（
現
・

万
田
小
）
に
入
学
す
る
と
、
自

由
詩
や
童
謡
を
作
り
始
め
、
全

国
的
な
児
童
文
学
雑
誌
「
赤
い

鳥
」な
ど
に
投
稿
し
ま
す
。当
時
、

日
本
の
文
学
界
を
牽
引
し
て
い

た
北き

た
は
ら原

白は
く
し
ゅ
う秋

（
柳
川
市
出
身
）

か
ら
「
珍
し
い
詩
才
の
持
ち
主
」

と
高
い
評
価
を
受
け
、
新
聞
や

雑
誌
で
も
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、

「
天
才
童
謡
詩
人
」
と
し
て
日
本

全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

学
業
も
優
秀
で
将
来
を
期
待

さ
れ
ま
し
た
が
、
高
瀬
高
等
女

学
校
（
現
・
玉
名
高
）
の
卒
業

式
直
後
に
倒
れ
、
そ
の
ま
ま
16

歳
と
い
う
若
さ
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
短
い
生
涯
の
中
で
5
千

編
の
詩
と
３
０
０
首
の
短
歌
を

残
し
、
ふ
る
さ
と
・
荒
尾
の
風

景
や
自
然
を
題
材
と
し
た
作
品

も
多
く
あ
り
ま
す
。

公
子
の
顕
彰
活
動
は
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
全
国
か
ら
人
を
呼
べ
る
存
在
に
な
れ

ば
、
荒
尾
の
地
域
発
展
に
も
つ
な
が
り
ま
す
ね

年
に
は
一
般
社
団
法
人
海
達
公
子
顕
彰
会

を
設
立
し
、
代
表
理
事
に
就
任
し
ま
し
た
。

顕
彰
事
業
の
主
な
取
り
組
み

　

公
子
の
詩
碑
の
建
立
と
海
達
公
子
ま
つ

り
の
開
催
と
い
う
主
に
2
つ
の
活
動
を
中

心
に
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
事
業
だ
け
で
は
、
長

期
的
に
公
子
の
顕
彰
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
難
し
い
。
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
れ
ば
顕
彰

事
業
も
終
わ
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
詩

碑
の
よ
う
な
形
あ
る
も
の
と
し
て
残
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
市
民
に
と
っ
て
よ
り
身

近
な
存
在
に
な
る
と
思
っ
た
ん
で
す
」

　

詩
碑
建
立
の
ア
イ
デ
ア
の
ヒ
ン
ト
を
与

え
て
く
れ
た
の
は
知
覧
特
攻
平
和
会
館
の

あ
る
南
九
州
市
知
覧
町
の
石
灯
篭
の
街
並

み
。「
知
覧
町
商
店
街
を
過
ぎ
、
知
覧
特
攻

平
和
会
館
へ
向
か
う
道
沿
い
に
は
た
く
さ

ん
の
石
灯
篭
が
あ
り
、
知
覧
に
し
か
な
い

風
景
を
作
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
松
山

さ
ん
。
石
灯
篭
は
全
国
の
人
々
か
ら
の
寄

付
で
建
立
さ
れ
た
も
の
と
知
り
、「
寄
贈
と

い
う
方
法
で
市
内
に
公
子
の
詩
碑
を
建
て

て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」。
同
時
に
、
荒

尾
の
街
並
み
と
公
子
が
詩
歌
を
詠
ん
だ
情

景
を
鑑
賞
で
き
る
、
海
達
公
子
文
学
散
歩

道
と
い
う
詩
碑
散
策
コ
ー
ス
を
設
定
。「
現

在
は
、
Ｊ
Ｒ
荒
尾
駅
を
起
点
に
し
て
、
東

コ
ー
ス
と
西
コ
ー
ス
の
二
つ
の
コ
ー
ス
を
楽

し
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

海
達
公
子
ま
つ
り
は
、
毎
年
3
月
に
開

催
さ
れ
、
海
達
公
子
文
学
散
歩
道
ウ
ォ
ー

ク
&
ラ
リ
ー（
以
下
ウ
ォ
ー
ク
&
ラ
リ
ー
）、

児
童
文
学
展
・
美
術
展
と
そ
の
表
彰
式
、

1
．
海
達
公
子
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

まつやま・あつし　日の出町在住。2004（平成
16）年、海達公子顕彰事業企画委員長に就任。
2009（平成21）年、一般社団法人海達公子顕
彰会を設立し代表理事に就任

▲詩碑の建立は顕彰会の中心的事業
の一つ。写真は第1号詩碑の『夕日』

　
一
般
社
団
法
人
海
達
公
子
顕
彰
会
は
、
公
子
の
顕
彰
活
動
を
通
し
て
、

歴
史
の
中
に
埋
も
れ
て
い
た
公
子
の
価
値
を
現
代
に
よ
み
が
え
ら
せ
て
い

ま
す
。
活
動
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
松ま

つ
や
ま山
厚あ

つ
し志
さ
ん
に
公
子
を
顕
彰
す
る

意
義
、
活
動
の
具
体
的
内
容
、
公
子
を
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
ど
う
生
か
し

て
い
く
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

※海達公子の詩集・童謡集などは、市立図書館で借りることができます。（P32をご覧ください）
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